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１．はじめに 

近年，建設業において関係者間で 3D モデルを主体とする情報を共有し，事業全体の高度化・効率化を実現す

るため CIM の活用が積極的に行われている．CIM の次元の考え方は，一般的な次元の考え方とは異なり，着目

して管理する情報の種類により，4D；工程・スケジュール，5D；コスト・予算，6D；環境負荷・エネルギー，

7D；維持管理・アセットと表される．橋梁の保全業務においても，維持管理情報をデータ共有・一元管理でき

るプラットフォーム的な役割を果たす CIM（7D）モデル（以下 7D モデル）の運用が期待されている．本論文で

は，7D モデルの実装を通して情報連携のための運用手法について検討を行ったため，ここに報告する． 

２．7D モデルの実装 

維持管理情報のなかでも点検結果は，変状種類・発生箇所等の状況を調書に記載し，展開図・写真等で伝え

る手法が一般的である．このような現行の紙媒体の管理から 7D モデル活用によるデータ管理への移行を検討す

ることで，維持管理（保全）の効率化を図りたいと考え，青野ら 1）は過去に 7Dモデルがプラットフォーム的役

割を果たすことが可能であることをプロトタイプにて確認した．ただし，7D モデルの仕様についてのイメージ

共有を主眼においていたため，実際の操作や機能性の検証には至らなかった．そこで，道路管理者において情

報格納やデータ編集が可能であるか等の 7D モデルの使用感を確認す

るための実装が必要と考えた．本検討では，図 1 に示すような立体横

断歩道橋における竣工後 5 年の定期点検を対象とし，より具体化した

7D モデル運用に資する実装を試行した． 

今回作成する 7D モデルに使用するソフトは，道路管理者の運用に支

障が出ないよう，下記 2項目に重点をおいた． 

①OSS（オープンソースソフトウェア）であること 

②閲覧機能を有し編集機能を必須としないこと 

これらの理由から，3D モデル・点群データなど統合可能な Navisworks（Autodesk 社）を採用した．運用者は閲

覧機能のみを利用することで，煩雑な操作をすることなく付与された属性情報を容易に閲覧できることとなる． 

7D モデルに使用した 3D モデルは，竣工図面を基に 3DCAD にて作成を行った．プラットフォーム用（情報格

納用）であるため，詳細度は 300 程度に抑え，属性情報として，各部材の損傷写真を直接付与し，設計図面・

点検調書等をフォルダにて付与した（図 2，3）．属性情報をリンク付けした 7D モデルのデータ容量は 0.5MB と

なり，通常使用されるパソコンでも問題なくデータ処理が可能であった．この 7D モデルの操作感を運用者へヒ

アリングを行った．従来であれば点検調書・損傷図・損傷写真など別々の媒体で管理された情報を横並びで統

合する作業が必要だが，7D モデルであればクリック 1つで必要情報を取り出せ，立体的な位置関係と紐づくこ

とで現地にいる感覚で必要情報の連携ができ，ストレスなく操作することが実感できたというフィードバック

から示されるように，この 7Dモデルの一定の有効性が実証できた．  

 

 

 

 

 

 

図 1 立体横断歩道橋 7D モデル 

図 2 点検調書等のフォルダ付与状況 図 3 損傷写真の直接付与状況 



３．簡易 3D モデリングと 7Dモデルへの適用 

 前述の対象の歩道橋は比較的供用間もない橋梁であり，竣工図面により 3D モデルが作成できた．既設の老朽

化した橋梁においては，図面が不足していたり，図面そのものが喪失している場合もある．藤本ら 2）は 7Dモデ

ルを構築するために図面からではなく動画や写真から簡易的に 3D モデルを作成する手法について検討を行っ

てきた．NeRF 及び Gaussian Splatting 等を活用することで，図面のない小規模橋梁でプラットフォーム的役

割の 3D モデルが作成できることが確認できている．NeRF とは，様々な角度で撮影された写真を元に，深層学

習により３D 形状を再現する技術であり，Gaussian Splatting は，高速化・美麗化を目的として再現手順の一

部をボリュームレンダリンベースに改善したものである．ただし， NeRF や Gaussian Splatting 上には属性情

報の付与はできないため，現状 7D モデルとして流用することができない．そこで，NeRF で生成したモデルか

ら点群データをエクスポートし，その点群データを Navisworks にコンバートすることで，属性付与可能である

と考えた．この手法を採用し，支間長約 15.2m，幅員約 7.2m のポステン T桁橋を対象として，次に示すような

手順で NeRF のモデル生成を行い，7D モデルへの適用を試行した(図 4)．動画撮影には iPhone16Pro を使用し，

解像度 1080p（1920x1080）で 2 分 50 秒間の撮影を行い，動画データ容量は 260MB となった．撮影方法として

は，精度の高いモデルを生成するため，広角にて全体像を的確にとらえることを重視し，カメラの向きや角度

を調整する手法ではなく，適切なアングルを確保しながら，撮影者が移動することにより動画撮影することを

徹底した．撮影した動画からは 86 枚の静止画を抽出し，NeRF によるモデル生成を実施した．モデルの生成に

は約 40 分を要し，最終的に Navisworks へエクスポートした 3D モデルのデータ容量は 22MB となった．以上よ

り，NeRF によるモデル生成においては写真撮影の段階および属性付与モデル変換時に工夫が必要ではあるが，

簡易 3D モデルを 7Dモデルへ適用する手順を提案・整理することができた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

 構造物の長寿命化を図る上で，適切な維持・補修が不可欠である．そのためには，道路管理者が点検結果を

適切に評価し，速やかに補修設計をまとめることが求められる．本研究では，運用者にとって 7D モデルによる

情報の一元管理が適切で迅速な維持管理に寄与できることが確認された．また，7Dモデルを活用するためには，

適切な詳細度を確立することが重要であり，過剰な詳細度はデータ処理の負担を増加させる一方で，不足する

詳細度では適切な情報格納が困難となる．したがって，適切な詳細度を設定し，維持管理に必要な情報を包括

的に格納できるモデルの構築が求められる．本研究では，NeRF を活用した簡易的 3D モデリング技術に着目し，

その有効性を検証した．ただし，これらの技術は撮影方法に一定のノウハウが必要であるため，今後はさらな

る最新技術の動向に着目しつつ，適切な詳細度を確保するためのマニュアル化等にも取り組んでいきたい． 
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